
1 

 

令和７年３月３日 

令和６年度 とうきょう すくわくプログラム推進事業 活動報告書 

園名 江東区立豊洲幼稚園 

所在地 江東区豊洲４－４－４ 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

 

 

 

＜テーマの設定理由＞ 

 

．活動スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（テーマに関する子供たちの興味関心、園の特色など） 

自園は比較的園庭が狭く、幼児はもともと設置してある遊具を使って遊ぶことが多いため、遊び方も単一である。そこで

幼児の発送を生かした園庭環境を作り出すプロジェクト（池プロジェクト・山プロジェクト）に取り組むことで、幼児が主

体的に考えを出し合ったり、思いを実現する達成感を味わったりすることができるよう、このテーマを設定した。 

幼児と一緒に園庭に穴を掘り、シートを敷いて池を作る。（６月～7 月） 

住まわせる生き物を幼児と一緒に考え、採取する。（8 月～9 月） 

四季折々の池の様子を観察したり、さらに必要なものを考えたりしながら池との暮らしを楽しむ。 

（10 月～２月） 

【山プロジェクト】 

幼児と一緒に園庭に築山を作るために適した土を探す。（9 月） 

土を運搬したり、踏み固めたりしながら、徐々に大きい築山をめざす。（10 月～11 月） 

築山に登ったり、築山の土で泥団子を作ったりしながら、気づきや発見を広げていく。 

（11 月～2 月） 

幼児の主体性を引き出す園庭環境 ～池プロジェクトと山プロジェクト～ 
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３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

 

 

＜活動の様子＞ 園だよりから抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・池を掘るときに、化石発掘隊になりきることができる、シャベルやハケ、ミニハンマー、ふるい、バケツ。 

・山づくりをするための、タイヤ。 

・土を運搬するためのシャベル。 

・池に何を住まわせるかを調べる端末、図鑑。 

・ドキュメンテーションや一日の活動予定を記す万能パネル、ホワイトボード。 

・話し合いをいつでもできるよう、ミーティングテーブルの設置。 

                 

                 

 

とよっこニュース 年長組 

「池づくりプロジェクト」 

6月 

「お弁当、おいしいね！」 

 

「お弁当、おいしいね 

 

池プロジェクトでは、池づくりの達人、きよし名人と保護者の方と一緒に池のシ

ート張りを行いました。 

こどもたちは、池の生き物や池づくりに必要なものを考えたり、知りたいこ

とをきよし名人に質問したりしながら池の完成をとても楽しみにしています！ 

保護者の皆様、池サポに参加してくださりありがとうございました！ 

がんばるぞ！ 

エイエイオー！ 

池に石は入れた方が

いいですか？ 

                 

                 

 

とよっこニュース 年長組 

「池づくりプロジェクト２」 

9月 

５月から進めてきた年長組池プロジェクトの続報です。豊洲小学校から金魚

やメダカを分けていただき、ついに池に生き物が入りました。元気に泳ぐ金魚

を見て、こどもたちも喜んでいました。 

池の名前は、もり組そら組で相談して候補を出し、最後は全園児の投票で

「みかづき池」に決まりました！これから周りに草を植えたり、生き物を増やし

たりしていきます。楽しみですね！ 

 
 

 

大切に育ててね 

ありがとう！！ どんな名前に

なるかな。 
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５．振り返り・とりくみのまとめ 

○固い土をどいうやって掘っていったらいいか、考える姿があった。挫折や失敗がいい経験となり、道具を工夫したり、池堀

名人を招くことにつながった。 

○幼児の『やってみたい』と思う気持ちに寄り添い、思いの実現のために教師も一緒になって考えたり、調べたりしながら探

究活動に取り組んだ。幼児と同じ目線になって物事をみていくことが大切だと学んだ。 

○保護者にも、幼児の興味関心のあり方や幼児による主体的な活動の大切さを折に触れ発信してきた。そのおかげ

で、池を掘る時にはたくさんの保護者の方が協力してくださり、実現に結び付いた。生き生きと主体的に活動するわが子

や学級のこどもたちを、保護者の方が目の当たりにできたことが良かった。 

○池を掘る→石がたくさん出てくる→「化石だ！」→考古学者ごっこ→こどもかいでの劇遊びで、考古学者の役になる 

このように、活動が単発で終わるのではなく、遊びや経験が連続していく流れが、まさに幼児の主体的な遊びなのだと思っ

た。 

○池ができると、今度はどんな生き物を住まわせるか、どんな餌が必要なのかなど、図鑑や端末で調べる姿があった。調べ

たことを共有したり、実際の生き物を見て観察したり、しながら実体験と結びついていくのだと感じた。 

○築山を今後、どのように遊びに取り入れて活用していくのか、どんな発想が飛び出すのか、今後も楽しみである。 

 

 

 

 

 

 

                 

                 

 

とよっこニュース 年中組 

「山づくりプロジェクト」 

 11月 

 

豊洲わくわくプロジェクト第２弾！年長組さんの池プロジェクトに引き続き、園庭をもっと楽しくするため

の年中組「山プロジェクト」始動です。 

とよさぽさんの力をお借りしながら、こどもたちがタイヤを運び、土を入れる準備をしました。土が搬入さ

れ、トラックから土がザーっと落ちると大歓声！トラックの運転手さんを憧れのまなざしで見ていました。 

山に土が入り、踏み固めていく間に「自分たちの山」という思いが芽生えてきたようで、年少組さんに、

「おれたちの山、踏んでもいいよ」という言葉を掛ける姿も見られています。また、「タイヤに水が溜まっちゃ

った」「困ったなあ」「カバーを掛ける？」「もっと土が必要だ！」など、考えを自分なりの言葉で表そうとする姿

もありました。年中組なりに、「自分ごと」として主体的に進められるようにしています。「山の名前は何にす

る？」という声が上がっています。これから年中組で考えていきます。 

山サポさんをはじめ保護者の皆様、力仕事や汚れた衣服の洗濯など、たくさんご協力いただきましてあり

がとうございます！引き続きよろしくお願いします。 

わー！！ 

高い！ 

かちかちに 

なってきた！ 
ぺたぺた お電話してみ

るね 

もっと土を入れ

てください。 
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